
理科学習指導案

日時平成２５年５月２４日（金）第１校時

場所：第２理科室

対象：３年５組（男子20名女子20名計40名）

指導者：教諭川元信人

１単元名生物の成長と生殖（大単元生命の連続性）

２単元について

地球に生物が誕生して以来，生物は，生殖によって生命を次の世代へつないできた。生殖行動その

ものは自然の営みであると同時に，神秘的なものであるとされてきたが，染色体やＤＮＡの発見によ

り，その仕組みは徐々 に明らかになってきた。近年では，遺伝子工学の発展により，新しい医薬・ワ

クチンが開発されるなど，再生医療の面においても新しい技術の開発が期待されている。しかしなが

ら，そういった技術が，生命の本質に関わる人為操作である以上，倫理的な問題が残されていること

もまた事実である◎このような中，これから新たな技術にふれることになるであろう生徒たちにとっ

て，生殖や成長，遺伝現象について正しい知識を身につけ，それらの仕組みを細胞レベルの微視的な

見方や考え方で捉えさせることは，大変意義深いことである。

大単元「生命の連続性」では，細胞分裂などの観察を通じて，生物の成長や生殖を細胞のレベルで

捉えさせ，遺伝によって生命の連続性が保たれていることを理解させるとともに，生殖や遺伝の学習

を通じて，生命を尊重する態度を育むことを主なねらいとしている。

本単元「生物の成長と生殖」では,体細胞分裂の観察を通じて，その過程を確かめさせるとともに，

細胞の分裂を生物の成長と関連付けて捉えさせる。また，身のまわりの生物のふえ方の観察を通じて，

生物がふえていく際に親の形質が子に伝わること，さらに，その伝わり方などについて，有性生殖と

無性生殖の違いを見いださせる。

生徒は，小学校において，植物は種子をつくってふえること，魚には雄雌があり生まれた卵は日が

たつにつれて中のようすが変化してかえること，ヒトは母体内で成長して生まれることについて学習

している。また，中学校においては，生物の体が細胞からできていること，植物は受粉することで種

子をつくることについて学習しており；生殖やからだのつくりについて基礎的な知識を身につけてい

る。しかし，受精後の発生過程については，受精卵ができるとからだがだんだんつくられていくとい

う表現にとどまっており，遺伝現象そのものは知っていても，その仕組みや規則性については深く理

解していない。

そこで，指導にあたっては，まず，細胞をキーワードに学習内容に一貫性をもたせることよって，

生殖や遺伝の仕組みを細胞レベルで捉えようとする態度を育てていきたい。また，ナレッジシートを

用いて，学習したことと，新たに生じた疑問を整理させることによって，生徒が進んで問題解決的な

学習に取り組めるようにしたい。そして,生徒の問題意識を明確にする発問を展開することによって，

生徒が目的意識をもって活動できるようにしたい。さらに，自らが導きだした結論を吟味させる場面

を設定することによって，自らの考えを筋道立てて説明できるようにしたい。



一十

４授業設計上の工夫

（１）細胞をキーワードに学習内容に一貫’性をもたせることよって，より主体的に学習に取り組ませそ
ようにする。

（２）ナレッジシートを用いて，学習した内容と授業中に新たに生じた疑問（NI）を整理させ，学習

する必然性を感じさせることによって，主体的に学習に取り組めるようにする。

（３）問題意識を明確にしていく発問の工夫を行うことによって，生殖や遺伝に関する現象から，生筏
自らが課題を見いださせやすくする。

（４）班の中で「コメンテーター」と「発表者」の役割を与え，話し合わせる活動を行うことよって，

自らが導きだした結論を客観的に吟味させ，筋道立てて説明できるようにする。

より主体的に学習に取り組ませる

学習

生徒

５単元の学習内容のつながり
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３単元の目標

（１）細胞分裂や細胞の成長の過程を調べる観察を進んで行い，身のまわりの生物の成長や生殖の仕組
みを細胞レベルで捉えようとする意欲や態度を育てる。

（２）細胞分裂や細胞の成長の過程を調べる観察を通して，細胞の分裂を生物の成長と関連付け，班や

全体で考えを練り上げながら，自らの考えを整理して説明するなどの科学的な思考力や表現力を養
う。

（３）細胞分裂や細胞の成長の過程を調べる観察を通して，顕微鏡の使い方やプレパラートのつくり
方，スケッチのしかたといった基礎的技能を身に付けさせる。

（４）細胞分裂や細胞の成長の過程を調べる観察を通して，動物と植物の成長や生殖の共通点や相違点
を見い出させるとともに，生物の成長とふえ方や遺伝現象について理解させ，生命の連続性につい
ての認識を深めさせる。
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６単元の指導計画と配当時間（全６時間）
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｜主な学習活動

<第１時〉「根の細胞のようす」
１タマネギの根が伸びるようすを動画で見る。
２タマネギの根を用いてプレパラートをつくり，染色し
た細胞のようすを観察する。

３観察結果から，根の細胞のようすについて気付いたこ
とを発表する。

４根の先端近くの細胞は小さく，根元近くの細胞は大き
いことを理解する。。

職懲蕊職蝋銅耀夢
４根の先端近くの細胞では，核に変化が見られることから，根の先端近くで細胞が
分かれていることを見いだす。

５細胞が分かれることを細胞分裂といい，細胞分裂は特定の部分（成長点）で起こ
ることを理解する。

<第３時〉「成長（生長）とは」

1核"…染色体があり染色体画数'姓物によって…騒騒いることを知る。
２細胞分裂によって，染色体の数の変化に問題点を見いだす。核染色体

職蕊磯撤垂程懸
４観察結果をもとに細胞分裂の過程を考える。

について班で考えをまとめる。
６成長の定義について理解する。

く第４時〉「動物の生殖と発生川本時】
１メダカの発生のようすを動画で見る。

篭一？→率雲鍾綴２受精卵のさまざまな発生過程を観察する。
３観察結果をもとに，これまで学習した体細胞分裂と受精受精卵稚魚
卵の分裂との違いと，その理由を考える。

４受精卵が，細胞分裂を繰り返して細胞をふやすことによっ
て，さまざまな器官がつくられていくことを理解する。

５生物が子をつくることを生殖といい，庇からからだのつくりとはたらきが完成し
ていく過程を発生ということを理解する。

〈第６時〉「有性生殖と無性生殖の特徴」
１ジャガイモの種子と種イモの両方から芽が出るよ匪璽Zｌ圃垂壷１

，生殖には有性生殖と無性生殖が…理解…鵜掌鵠｡⑳
うすを見る。

§有性生殖無性生殖の事例禅吠整理する“学内する。

'4殖駕撫認繊i霊壷i綴生殖無性生⑳⑳⑳



Ｏ受精卵の発生過稽
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‐ 事象提示一

○タマネギの根がのびるよ

うすを動画で見る。

‐問題意識一

○根はどうやって
のびるのか。

○根の中で何が起
こっているのか。

－事象提示一

○等間隔に印を付けたタマ

ネギの根がのびるようすを

動画で見る。

－問題意識一

○なぜ,根の先の方
だけのびたのか。

○根の細胞はどの
ように変化したの
か。
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Ｏ小さい細胞は，大きさはそ、

○根のどの部分がのびるのか。
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９本時の実際

(1)題材動物の生殖と発生（４／６）

(2)本時の目標

ア１つの受精卵（細胞）からメダカのからだがつくられるようすに興味・関心をもち，受精卵が個

体になるまでの過程を進んで調べようとする意欲や態度を育てる。

イメダカの発生過程を調べる観察を通じて，受精卵が分裂した細胞を肥大させず，細胞の数だけを

ふやす理由を説明できるなどの科学的な思考力や表現力を養う。

ウメダカの発生過程を調べる観察を通じて，顕微鏡を適切に使用し，結果を整理してまとめたりす

るなどの基礎的技能を身に付けさせる。

エメダカの発生過程を調べる観察を通じて，受精卵では，細胞分裂によって細胞の数をふやし，か

らだの各部分がつくられることをついて理解させる。

８単元の評価規準

時
学習
活動

評価の観舟

関 思 技 知
評価規準
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○

【自然に働きかける態度】
○生物の生殖や成長について，それらの仕組みを細胞や染色体のよ

うすに着目して積極的に調べようとしている。
【科学的に処理する能力】

○生物の生殖や成長の仕組みについて，細胞の変化に着目して，自
分なりの考えをまとめ，説明しようとしている。
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●タマネギの根の先端近くと根元近くの細胞の大きさに違いがある
ことを見いだし，根がどのようにのびるのかを推論している。

●タマネギやニンニクの根の細胞のようすから，根の先端近くで細
胞分裂が起こることを指摘している。

ロタマネギやニンニクの根を適切に処理し，観察に適したプレパラ
－トをつくることができる。

ロタマネギの根の細胞のようす顕微鏡を使って観察し， 細胞のよう

すを記録することができる。
△根の細胞は各部によって，大きさが異なることを理解している。
△細胞分裂はからだの一部分で起こることを理解している。
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●細胞の分裂だけでは組織や器官全体の大きさは麦わらないことと
指摘している。

●細胞分裂の順序について，染色体のようすや細胞の大きさに着目
し，説明している。

△染色体の中に含まれる遺伝子によって，親から子へ形質が受け継
がれていくことを理解している。

△根の先端近くで細胞が分裂し，その細胞自体が元の大きさまで大
去くだるごしで根が成長することを理解している。

４

動
物
の
生
殖

と
発
生

●

□

△

●受精卵から個体になるまでの順序について，支楕卵の変化リノよう
すに着目して説明している。、

口顕微鏡を正しく操作して受精卵を観察し，
記録している。

△１個の細胞から分かれた細胞が変化して，
F,知‘ろアシ弁理鯉していろ,、

各発生過程のようすを

からだの各部分がつく

５

よの花

うび粉
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が

●

□

△

●
□

受粉から受精の過程についてまとめ，
顕微鏡を正しく操作して花粉管がの

表現している。
びるようすを観察し，その変

化を記録している。
△植物の種子ができる過程について理解している。

６

殖と有
の無性

護窒素

●
●

△

●染色体の数の変化に着目し，有性生殖と無性生殖のちがいをまと
め，表現している。

●有‘性生殖と無性生殖の例を挙げ，説明できる。
△体細胞分裂と減数分裂での，染色体の数の変化を理解している。



(3)準備

メダカの受精卵，顕微鏡，スライドガラス，柄つき針，シャーレ，スポイト
(4)学習過程

過程 時間

メダカの発生初期0叩_と
ようすと発生後期のよう
すを写真で見る。

疑問に思ったことや， ２

調べてみたいこ とを発表
する。（Ｍ１）

受精卵の変化のよう '４
すを予想する。

受精卵の各発生過程 ５

のよ

する
うすを顕微鏡で観察

。

観察の結果を基に，胆一
発生の順序を考え,発表す
る◎

観察結果をもとに， '７
受精卵力§細胞分裂をす~ろ
意味について考える。

動物

まとめ

の発

る。
生についてＬ旦

字１雪Y舌動 指導上の留意点


